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－２１－ 

  令和３年３月２日（火曜日）  午前１０時 開会 

 

    ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～    

議事日程第１号 

    令和３年３月２日（火曜日）午前１０時 開議 

 

日程第 １ 諸般の報告 

日程第 ２ 会議録署名議員の指名 

日程第 ３ 会期決定 

日程第 ４ 同意第１号 上山市固定資産評価審査委員会委員の選任について 

日程第 ５ 議第 ３号 令和２年度上山市一般会計補正予算（第１５号） 

日程第 ６ 議第 ４号 令和２年度上山市国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 

日程第 ７ 議第 ５号 令和２年度上山市介護保険特別会計補正予算（第３号） 

日程第 ８ 議第 ６号 令和３年度上山市一般会計予算 

日程第 ９ 議第 ７号 令和３年度上山市国民健康保険特別会計予算 

日程第１０ 議第 ８号 令和３年度上山市農業集落排水事業特別会計予算 

日程第１１ 議第 ９号 令和３年度上山市介護保険特別会計予算 

日程第１２ 議第１０号 令和３年度上山市浄化槽事業特別会計予算 

日程第１３ 議第１１号 令和３年度上山市後期高齢者医療特別会計予算 

日程第１４ 議第１２号 令和３年度上山市産業団地整備事業特別会計予算 

日程第１５ 議第１３号 令和３年度上山市水道事業会計予算 

日程第１６ 議第１４号 令和３年度上山市下水道事業会計予算 

日程第１７ 議第１５号 上山市課設置条例の一部を改正する条例の制定について 

日程第１８ 議第１６号 上山市一般職の任期付職員の採用に関する条例の制定について 

日程第１９ 議第１７号 上山市新型コロナウイルス感染症対策金融支援基金条例の制定について 

日程第２０ 議第１８号 上山市市税条例の一部を改正する条例の制定について 

日程第２１ 議第１９号 上山市農村婦人の家条例を廃止する条例の制定について 

日程第２２ 議第２０号 上山市介護保険条例の一部を改正する条例の制定について 

日程第２３ 議第２１号 上山市障がいのある人もない人も共に生きるまちづくり条例の制定につ

いて 

日程第２４ 議第２２号 上山市道路占用料徴収条例の一部を改正する条例の制定について 

日程第２５ 議第２３号 上山市いじめ防止対策の推進に関する条例の制定について 

日程第２６ 議第２４号 上山市火災予防条例の一部を改正する条例の制定について 
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日程第２７ 議第２７号 市道路線の認定について 

日程第２８ 請願第１号 「安全・安心で、ゆきとどいた教育実現につながる３０人学級」の実現

を求める件 

日程第２９ 特別委員会（予算）の設置及び議案・請願の付託 

日程第３０ 議第２５号 財産の無償譲渡について 

日程第３１ 議第２６号 財産の無償譲渡について 

    （散  会） 

 

                                             

本日の会議に付した事件 

 議事日程第１号に同じ 

 

    ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～    

出 欠 席 議 員 氏 名 

出席議員（１５人） 

  １番   谷  江  正  照  議員    ２番   石  山  正  明  議員 

  ３番   佐  藤  光  義  議員    ４番   守  岡     等  議員 

  ５番   髙  橋  要  市  議員    ６番   棚  井  裕  一  議員 

  ７番   尾  形  み ち 子  議員    ８番   長  澤  長右衛門  議員 

  ９番   川  口     豊  議員   １０番   中  川  と み 子  議員 

 １１番   神  保  光  一  議員   １２番   枝  松  直  樹  議員 

 １３番   川  崎  朋  巳  議員   １４番   髙  橋  義  明  議員 

 １５番   大  沢  芳  朋  議員 

 

欠席議員（０人） 

 

                                             

説 明 の た め 出 席 し た 者 

 

横  戸  長 兵 衛 市 長  山  本  幸  靖 副 市 長 

尾  形  俊  幸 
庶 務 課 長 
(併)選挙管理委員会 
事 務 局 長 

 冨  士  英  樹 市政戦略課長 

平  吹  義  浩 財 政 課 長  前  田  豊  孝 税 務 課 長 
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木  村  昌  光 市民生活課長  鈴  木  直  美 健康推進課長 

鏡     裕  一 福 祉 課 長  齋  藤  智  子 子ども子育て課長 

鈴  木  英  夫 商 工 課 長  佐  藤     毅 観 光 課 長 

漆  山     徹 
農林夢づくり課長 
（併）農業委員会 
事 務 局 長 

 須  貝  信  亮 建 設 課 長 

秋  葉  和  浩 上下水道課長  武  田     浩 
会 計 管 理 者 
( 兼 ) 会 計 課 長 

佐  藤  浩  章 消 防 長  古  山  茂  満 
教 育 委 員 会 
教 育 長 

土  屋  光  博 
教 育 委 員 会 
管 理 課 長  遠  藤     靖 

教 育 委 員 会 
学 校 教 育 課 長 

大  澤  泰  雄 
教 育 委 員 会 
生 涯 学 習 課 長  高  橋  秀  典 

教 育 委 員 会 
スポーツ振興課長 

板  垣  郁  子 
選挙管理委員会 
委 員 長  花  谷  和  男 

農 業 委 員 会 
会 長 

大  和     啓 監 査 委 員  舟  越  信  弘 
監 査 委 員 
事 務 局 長 

 

                                             

事 務 局 職 員 出 席 者 

 

金  沢  直  之 事 務 局 長  鈴  木  淳  一 副 主 幹 

渡  邉  高  範 主 査  齋  藤  理  恵 主 任 

 

    ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～    

 

開  会 

 

○大沢芳朋議長 去る２月１９日告示になりま

した第５０９回定例会をただいまから開会いた

します。 

 

  ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～   

開  議 

 

○大沢芳朋議長 出席議員は定足数に達してお

りますので、これより直ちに会議を開きます。 

 本日の会議は、お手元に配付いたしておりま

す議事日程第１号によって進めます。 

 初めに、今期定例会の運営について議会運営

委員長の報告を求めます。 

 議会運営委員長川崎朋巳議員。 

〔川崎朋巳議会運営委員長 登壇〕 

○川崎朋巳議会運営委員長 おはようございま

す。 

 去る２月２４日、今期定例会の日程について

協議するため、議会運営委員会を開きました。

その結果について御報告申し上げます。 

 初めに、会期でありますが、提出議案等を勘

案した結果、本日から１７日までの１６日間と
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することにいたしました。 

 次に、会期日程について申し上げます。 

 本日は、本会議散会後に予算特別委員会を開

催し、各会計補正予算を審査することにいたし

ました。明３日は休会とし、４日は本会議を開

き、発言通告があった４人の議員が一般質問を

行い、その後、各会計補正予算の議決を行うこ

とにいたしました。 

 ５日から１６日までは休会とし、この間５日、

８日及び９日は予算特別委員会を開催し、令和

３年度予算について審査を行い、１０日及び１

１日は各常任委員会を開催することとし、１５

日に議会運営委員会を予定しております。 

 １７日の最終日は、本会議において付託事件

の審査結果について各委員長から報告を受けた

後、それぞれ議決して、第５０９回定例会を閉

会することにいたしました。 

 次に、本日の議事日程第１号について申し上

げます。 

 初めに、人事案１件について提案理由の説明

を受けた後、委員会付託及び質疑、討論を省略

して議決することにいたしました。 

 次に、議案及び請願合わせて２４件を一括議

題とし、うち市長提案の議案２３件について、

令和３年度における施政方針の開陳とともに提

案理由の説明を受けることにいたしました。 

 なお、予算議案の審査に当たっては、特別委

員会を設置して、これに付託し、その他の議案、

請願については、関係常任委員会に付託するこ

とにいたしました。 

 最後に、財産の無償譲渡については、それぞ

れ提案理由の説明の後、委員会付託を省略して

議決することといたし、本日は以上をもって散

会することにいたしました。 

 次に、４日の議事日程第２号について申し上

げます。 

 当日の本会議は一般質問でありますが、４人

の議員が順次質問を行い、質問終了後、各会計

補正予算３件の審査結果について、予算特別委

員長から報告を受けた後、議決することにいた

し、その後散会することにいたしました。 

 なお、会期日程及び議事日程の詳細は、各位

のお手元に配付のとおりであります。 

 議員各位の御協力をお願い申し上げ、以上で

報告を終わります。 

 

  ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～   

日程第１ 諸般の報告 

 

○大沢芳朋議長 日程第１、諸般の報告であり

ますが、事務局長より報告いたします。 

 事務局長。 

〔金沢直之事務局長 登壇〕 

○金沢直之事務局長 諸般の報告を申し上げま

す。 

 第１、招集告示について 

 去る２月１９日、上山市告示第１７号によっ

て、令和３年３月２日、上山市議会第５０９回

定例会を招集する旨、告示されました。 

 第２、出席要求について 

 令和３年２月１９日、議第３７９号をもって、

地方自治法第１２１条の規定により、市長ほか

各関係機関に第５０９回定例会に出席するよう

要求いたしました。 

 これに対し、各関係機関より回報を受理して

おります。 

 第３、監査報告について 

 令和２年１１月１７日から令和３年２月１日

までの定期監査及び例月出納検査の結果報告が

参っておりますので、お手元に配付しておりま
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す。 

 第４、上山市議会報告について 

 令和２年１１月１日から令和３年２月２８日

までの議会庶務事項及び令和２年議会事務報告

並びに陳情書をお手元に配付しております。 

 第５、会議出欠議員数について 

    議 員 定 数   １５人 

    現在出席議員数   １５人 

 以上で報告を終わります。 

 

  ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～   

日程第２ 会議録署名議員の指名 

 

○大沢芳朋議長 日程第２、会議録署名議員の

指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第８１条の規定

により、議長において 

  ２番 石 山 正 明  議員 

 １２番 枝 松 直 樹  議員 

 １４番 髙 橋 義 明  議員 

を指名いたします。 

 

  ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～   

日程第３ 会期決定 

 

○大沢芳朋議長 日程第３、会期決定の件を議

題といたします。 

 お諮りいたします。 

 今期定例会の会期は、先ほどの議会運営委員

長報告のとおり、本日から１７日までの１６日

間といたしたいと思いますが、これに御異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○大沢芳朋議長 御異議なしと認めます。 

 よって、会期は本日から１７日までの１６日

間と決しました。 

 なお、会期中における諸会議の予定につきま

しては、お手元に配付いたしました会期日程表

のとおりでありますので、御了承願います。 

 重ねてお諮りいたします。 

 委員会審査等のため、本日から１７日までの

１６日間のうち、会議規則第１０条第１項の規

定による休会の日を除く３日及び５日、８日か

ら１２日、１５日及び１６日の９日間を休会と

いたしたいと思いますが、これに御異議ありま

せんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○大沢芳朋議長 御異議なしと認めます。 

 よって、９日間を休会とすることに決しまし

た。 

 

  ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～   

 日程第４ 同意第１号 上山市固定 

      資産評価審査委員会委員 

      の選任について 

 

○大沢芳朋議長 日程第４、同意第１号上山市

固定資産評価審査委員会委員の選任についてを

議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。市長。 

〔横戸長兵衛市長 登壇〕 

○横戸長兵衛市長 ただいま議題となりました

議案について御説明申し上げます。 

 同意第１号上山市固定資産評価審査委員会委

員の選任についてでありますが、来る３月１２

日をもちまして任期満了となります上山市固定

資産評価審査委員会委員について、上山市南町

４番７号木村建一氏及び上山市矢来四丁目５番

１２号岡村いち子氏を再び選任いたしたく、地

方税法第４２３条第３項の規定により、議会の
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同意を求めるものであります。 

 よろしくお願いいたします。 

○大沢芳朋議長 １２番枝松直樹議員。 

○１２番 枝松直樹議員 この際、動議を提出

いたします。 

 ただいま議題となっております同意第１号議

案につきましては、会議規則第３７条第３項の

規定により、委員会の付託を省略されることを

望みます。 

〔「賛成」と呼ぶ者あり〕 

○大沢芳朋議長 ただいま１２番枝松直樹議員

から委員会の付託を省略されたいとの動議が提

出され、所定の賛成者がありますので、動議は

成立いたしました。 

 よって、本動議を直ちに議題といたします。 

 お諮りいたします。 

 本動議のとおり決することに御異議ありませ

んか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○大沢芳朋議長 御異議なしと認めます。 

 よって、同意第１号議案については委員会の

付託を省略されたいとの動議は可決されました。 

 これより質疑に入ります。６番棚井裕一議員。 

○６番 棚井裕一議員 この際、動議を提出い

たします。 

 ただいま議題となっております同意第１号議

案につきましては、この際、質疑及び討論を省

略されることを望みます。 

〔「賛成」と呼ぶ者あり〕 

○大沢芳朋議長 ただいま６番棚井裕一議員か

ら質疑及び討論を省略されたいとの動議が提出

され、所定の賛成者がありますので、動議は成

立いたしました。 

 よって、本動議を直ちに議題といたします。 

 お諮りいたします。 

 本動議のとおり決することに御異議ありませ

んか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○大沢芳朋議長 御異議なしと認めます。 

 よって、質疑及び討論を省略されたいとの動

議は可決されました。 

 直ちに採決いたします。 

 同意第１号上山市固定資産評価審査委員会委

員の選任については、これに同意することに御

異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○大沢芳朋議長 御異議なしと認めます。 

 よって、同意第１号については、これに同意

することに決しました。 

 

  ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～   

 日程第５ 議第３号 令和２年度上 

      山市一般会計補正予算 

      （第１５号）外２３件 

 

○大沢芳朋議長 日程第５、議第３号令和２年

度上山市一般会計補正予算（第１５号）から日

程第２８、請願第１号「安全・安心で、ゆきと

どいた教育実現につながる３０人学級」の実現

を求める件まで計２４件を一括議題といたしま

す。 

 この際、令和３年度施政方針についての開陳

及び日程第５、議第３号議案から日程第２７、

議第２７号議案までの計２３件について提案理

由の説明を求めます。市長。 

〔横戸長兵衛市長 登壇〕 

○横戸長兵衛市長 第５０９回定例会の開会に

当たり、令和３年度における市政運営につきま

して、私の所信を申し上げたいと思います。 

 世界的に感染拡大を続けている新型コロナウ
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イルス感染症は、本市においても、令和２年４

月に初めての感染者が確認され、基幹産業であ

る観光業や飲食業を中心に市内経済へ大きな影

響を及ぼしております。本市といたしましては、

これまで１３回にわたる予算措置を講じ、感染

防止、緊急経済対策を実施してまいりました。 

 市民の命と暮らしを守る。感染収束に至るま

で、感染防止の徹底と地域経済の回復、これら

を両立させてまいります。 

 コロナ禍でも明るい話題がありました。ＪＯ

Ｃジュニアオリンピックカップ・全国中学生陸

上競技大会２０２０において、南中学校の陸上

競技部が男子四種競技、男子４×１００メー

トルリレーで見事優勝を飾り、栄冠をふるさと

に持ち帰るとともに、男子四種競技優勝者は、

「山新３Ｐ賞」の進歩賞にも輝きました。 

 また、新型コロナウイルス感染症の対応を進

める中で、新たな発展の道筋も見えてきており

ます。東京一極集中が見直され、企業のテレワ

ークやワーケーションが進む中、全国的に「健

康経営」の重要性が増しており、本市が全国に

先駆けて取り組んできた上山型温泉クアオルト

事業の注目が高まっております。 

 「心と体がうるおうまち」を目指し、これま

で取り組んできた事業をさらに磨き上げ、健

康・観光・環境の３つの柱に基づく事業を多角

的に実施してまいります。 

 本市の喫緊の課題である人口減少対策におき

ましても、大きな変化をもたらす転機を迎えて

おります。かみのやま温泉駅東側にある工場跡

地をはじめとした低未利用地の民間活用をはじ

め、駅東全体のまちづくりが必要であり、現在、

進めている駅前広場整備と合わせ、この駅東側

の開発は、上山市の将来の発展につながる重要

プロジェクトとして、民と官が連携し着実に進

めてまいります。 

 そして、新型コロナウイルス感染症という戦

後最大の危機を大きな変革のチャンスと捉え、

国・県とともに、未来への原動力となる新しい

働き方・暮らし方への環境整備に集中的に取り

組むとともに、ポストコロナを見据えた未来に

つながる投資を進めてまいります。 

 令和３年度は、ポストコロナ時代の新しい未

来を創る新たなまちづくりのスタートの年であ

ります。市民一丸となり、この難局を乗り越え、

持続可能でよりよい上山の未来を切り開いてま

いります。 

 第７次上山市振興計画に基づく主要施策は次

のとおりであります。 

 第１に、はぐくむ「笑顔いっぱいのまち」に

ついてであります。 

 令和２年７月豪雨による浸水被害を受け、臨

時休館を余儀なくされた市総合子どもセンター

「めんごりあ」。１０月の再開時には、心待ち

にしていた親子が続々と入館し、伸び伸びと遊

ぶ子どもたちの明るく元気な声が響きました。

改めて市内外の方々から愛される施設に成長し

たことを認識したところであります。 

 引き続き、「めんごりあ」を本市の子育て支

援のシンボルとして、さらに魅力ある施設に成

長させていくとともに、誰もが結婚や妊娠の希

望をかなえ、子育て世代が定住し、安心して子

どもを産み育てられる環境の充実に努めてまい

ります。 

 結婚支援につきましては、結婚支援に取り組

む個人・団体等と連携し、結婚を応援する機運

の醸成と各世代のニーズに応じた出会いの機会

創出を図るとともに、結婚に伴い新生活を始め

る夫婦に対し引っ越しや賃貸住宅費用に係る助

成を国の補助に加え、市独自で一部上乗せをす
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るなど支援を強化してまいります。 

 また、不育症治療を受けている夫婦の経済

的・精神的負担の軽減を図るため、新たに不育

症治療に要する費用の一部を助成いたします。 

 子育て支援につきましては、市内保育園等の

児童福祉施設に順次タブレットを配備し、ＩＣ

Ｔを活用した園と保護者との新たなコミュニケ

ーションツールを構築するとともに、保育士の

働き方改革を促し、保育の質の向上と体制の充

実を図ってまいります。 

 「待機児童ゼロ」を成し遂げるまであと一歩

であります。令和３年度は、新たに市立放課後

児童クラブの運営を経験豊富な民間事業者に委

託することで、保育士を市立保育園へ集中的に

配置し、年度途中におけるゼロ歳児の受け入れ

体制の強化を図ります。 

 また、保護者からのニーズが多い、市立保育

園及び放課後児童クラブの運営時間の延長を開

始し、いわゆる「小１の壁」を打破し、保護者

の就労支援を強化してまいります。 

 学校教育につきましては、子どもと教師、そ

して、子ども同士が互いに心が通い合う教育の

実践を通して、「まなび」「ふるさと」「いきが

い」を持った上山の子どもを育成してまいりま

す。 

 また、国のＧＩＧＡスクール構想に基づき整

備した１人１台のタブレットを効果的に活用し

た授業を展開するとともに、全小中学校へ電子

黒板を導入いたします。 

 さらに、中川小学校校舎の屋根塗装工事、南

中学校屋内運動場のＬＥＤ化工事など、ソフ

ト・ハードの両面から子どもたちの豊かな学び

の場を創造してまいります。 

 海の子山の子交歓会は、東日本大震災により

平成２３年度から休止しておりましたが、姉妹

都市名取市との交流を再開し、両市の子どもた

ちの親交を深め、健康でたくましい心豊かな子

どもの育成を図ってまいります。 

 令和３年６月６日には、東京オリンピック・

パラリンピックの聖火が本市を通過いたします。

また、ホストタウンとして、ポーランド共和国

陸上競技選手団の事前合宿を受け入れ、相互交

流事業を進めてまいります。市民の皆様と感動

を共有し、将来にわたり語り継がれるオリンピ

ック・パラリンピックイヤーとなるよう、市民

の皆様とともに大いに盛り上げてまいります。 

 第２に、やすらぐ「元気であたたかいまち」

についてでありますが、令和２年度から開始し

た「かみのやま健康ポイント事業」は、「楽し

く」「健康に」をキーワードに、約６００名の

市民が参加しております。また、介護予防とし

て各地区で実施している「百歳体操」は、現在、

４０団体、総勢約６２０名の方が集まり、楽し

みながら健康づくりに取り組んでおります。 

 健康寿命を長く維持し、生涯現役社会を実現

する。これまで実施してきた各事業の効果検証

を行い、実効性の高い健康増進施策を加速して

まいります。 

 疾病予防対策につきましては、２０－３９健

診など、国の助成対象外の方に対する市独自の

助成を引き続き実施するほか、予防事業につき

ましては、引き続き小学校２年生までの子ども

と妊婦を対象に、インフルエンザ予防接種費用

の一部助成、中学生までの医療費無料化を実施

してまいります。また、新型コロナウイルスワ

クチン接種につきましては、国の指示に基づき

円滑に実施してまいります。 

 高齢者支援につきましては、公益社団法人上

山市シルバー人材センターへの事業運営補助や

高齢者の見守り事業等を継続するとともに、常
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設高齢者サロン「まじゃれ」につきましては、

運営を行政から市民主体に変え実施してまいり

ます。 

 また、新型コロナウイルス感染症の影響で増

加傾向にある生活困窮者への対応といたしまし

て、自立相談による包括的な支援、家賃補助や

貸付制度等の利用を促すとともに、障がい者支

援では、地域全体で支える体制を構築し、障が

い福祉サービスの利用につなげてまいります。 

 第３に、にぎわう「魅力と活力あふれるま

ち」についてであります。 

 地域経済を牽引する新たな産業拠点として整

備した「かみのやま温泉インター産業団地」は、

令和３年３月に竣工し、立地予定企業と土地売

買契約を締結いたします。産業団地の早期完売

を目指すとともに、さらなる市内未利用地等へ

の企業誘致に努めてまいります。 

 商工業の振興につきましては、新たに中小企

業等のイノベーション創出につながる新商品開

発等の支援を実施するほか、雇用環境整備のた

め、産休・育休の取得促進に取り組む企業に対

する助成について、対象業種などを拡大してま

いります。 

 また、新型コロナウイルス感染症で影響を受

けた経済回復のため、借入金に対する利子補給、

より利用しやすい本市制度資金への見直しなど、

きめ細かな支援を実施するとともに、キャッシ

ュレス決済の導入など新しい生活様式に即した

取組を促してまいります。 

 観光振興につきましては、コロナ禍からの復

活に向けた施策展開を観光関係団体と協議しな

がら実施してまいります。 

 令和３年度は東京オリンピック・パラリンピ

ック、東北デスティネーションキャンペーンが

予定されており、この機を捉え、一般社団法人

上山市観光物産協会が中心となり実施する観光

周遊の拠点化及び体験型観光の推進に寄与する

取組について支援を行い、本市が旅行の目的地

として選ばれる観光地域づくりを進めてまいり

ます。 

 地域農業の振興につきましては、地域で策定

した「人・農地プラン」の実現に向け、認定農

業者や認定新規就農者等の育成及び農地の集

積・集約化を進めるとともに、担い手等経営確

立支援事業により農業経営を支援してまいりま

す。また、つるみ石ため池の整備を行い、豪雨

による災害を未然に防止してまいります。 

 また、有害鳥獣対策につきましては、地域ぐ

るみで対策に取り組む地区が増えていることか

ら、地区の実情に応じた柔軟な支援を行うほか、

捕獲奨励金や防護柵の設置、狩猟免許等取得者

への支援を継続してまいります。 

 かみのやまワインの郷プロジェクト事業につ

きましては、松沢地区をはじめとしたワインブ

ドウ畑の拡大に向けて支援するとともに、ワイ

ナリー創業に挑戦する方が夢を実現できるよう、

官民一体となり支援してまいります。 

 林業振興につきましては、市有林の搬出間伐

を行うとともに、民有林等の利用間伐の促進に

向けて、作業道開設や間伐のかさ上げ補助を引

き続き行ってまいります。 

 第４に、うるおう「快適に暮らせるまち」に

ついてであります。 

 令和２年７月豪雨では、人的被害はなかった

ものの、床下浸水や農林被害が発生し、大きな

爪痕を残しました。備えあれば憂いなし。この

たびの豪雨災害を教訓に、自助・共助・公助の

連携による防災・減災力の強化を図ってまいり

ます。 

 消防・救急体制につきましては、要である消



－３０－ 

防庁舎に、感染症感染予防や女性職員に適応し

た施設を増築するほか、複雑多様化し、大規模

化する災害に対応するため、消防車両の更新等

を進めてまいります。 

 都市計画事業につきましては、立地適正化計

画を策定し、防災指針を踏まえたコンパクトな

まちづくりを目指してまいります。また、かみ

のやま温泉駅前広場整備事業では、本市の「顔

づくり」として、市民が利用しやすい空間とな

るよう、関係機関等との協議を継続するととも

に、新たな居住環境の創出につながる駅東側の

宅地開発を民間事業者と連携して進めてまいり

ます。 

 定住促進事業につきましては、若者向け共同

住宅を建設する民間事業者への支援拡充や持家

住宅建設等補助を継続するほか、ＮＰＯ法人か

みのやまランドバンクが進める空家等対策を支

援してまいります。 

 老朽化する市営住宅につきましては、施設改

修を行い、入居率向上を目指すほか、国の住宅

セーフティネットを活用し、民間賃貸住宅への

住み替えを進めてまいります。 

 また、都市基盤整備として、道路・橋梁、公

共下水道施設等の改築・更新等を実施し、市民

生活の利便性を高めてまいります。 

 第５に、つながる「みんなで創る住みよいま

ち」についてであります。 

 これまで１２名が活動してきた地域おこし協

力隊でありますが、令和３年度は、蔵王坊平ア

スリートヴィレッジにおいて、スポーツ医科学

事業に携わる２名を新たに採用し、８名体制で

外部からの目線や、隊員の特性を生かした地域

活性化につながる活動をしてまいります。 

 また、首都圏から地方への移住ニーズの高ま

りを捉え、県や広域の市町と連携し、移住フェ

ア等に積極的に参加するとともに、移住をする

上で決め手となる物件のマッチングを強化して

まいります。 

 上山型温泉クアオルト事業につきましては、

特に交流人口拡大分野において、既に首都圏の

協定２企業を中心に健康経営支援に係る受け入

れを行っておりますが、新たな導入企業の獲得

に向けて提案活動を強化してまいります。 

 これまでの生活習慣病予防のみならず、心身

のリフレッシュにつながる多彩な体験プログラ

ムを新たに活用しながら、企業の健康経営や働

き方改革が体現できるフィールドを目指し、関

係人口の拡大とともに、地域活性化に結びつけ

てまいります。 

 第６に、すすめる「施策実現のための行政運

営」についてであります。 

 令和２年度は、新型コロナウイルス感染症拡

大により、多くの会議やイベントが中止となり

ました。この間、行財政改革の一環として、改

めて事務事業の見直しを図り、事業のスクラッ

プを行いました。令和３年度につきましても、

ポストコロナを見据え、より効率的で効果的な

施策を展開できるよう、スクラップ・アンド・

ビルドを継続して行い、行政改革を進めてまい

ります。 

 また、市勢発展に向けた事業展開と将来の財

政状況を見据えた財政運営に努めるとともに、

公共施設等総合管理計画に基づき、老朽化が進

む保健センターの改修、山元体育館の耐震工事

のほか、高野地区にある元クリーンセンターの

解体に向けた事業に着手いたします。 

 さらに、山形連携中枢都市圏連携事業として、

小中学校へ安全安心な米飯を提供するため、山

形市内における米飯施設建設を進めてまいりま

す。 



－３１－ 

 巣籠もり需要の後押しもあり、本市のふるさ

と納税は、令和２年１２月末現在、過去最高額

となる約１８億円の寄附がありました。返礼品

提供者の中には、新たに従業員を採用し、設備

投資を実現した事業者もあります。この流れを

一過性のにぎわいとせず、真の地域活性化につ

なげるため、引き続き魅力ある返礼品の創出・

ＰＲを実施してまいります。 

 また、加速する地域間競争の中で地域活力を

維持・増進し、持続的に選ばれ続ける自治体で

あるためには、戦略的なシティプロモーション

が重要であります。そのため、機構改革を実行

し、観光課、シティプロモーション推進室等を

統合し、「観光・ブランド推進課」を新設いた

します。大手民間企業から人材を受け入れ、地

域資源を横断的にブランディングし、観光や農

産物をはじめとする地域特産品の販路拡大、交

流人口の拡大を図ってまいります。 

 職員の人材育成につきましては、より広い視

点で施策立案ができる人材の育成と人的ネット

ワークによる施策の推進を図るため、引き続き

国土交通省に職員を派遣いたします。 

 以上、令和３年度の施政方針を述べましたが、

新型コロナウイルス感染症の拡大により、私た

ちの生活は一変いたしました。人と人との接触

により感染が広がるとされる新型コロナウイル

スにより、これまで培ってきたコミュニティや

地域のつながりまでも分断してはなりません。 

 また、感染防止により中止せざるを得なくな

った事業をどのように実施し、まちのにぎわい

を取り戻せるのか、まさに今が知恵の絞りどこ

ろであります。 

 令和３年度はポストコロナ時代にどう未来を

築いていくのか、上山の発展に向け、じっくり

と時間をかけ、礎を築いていく準備の年でもあ

ります。 

 現在進めている様々な重要事業を着実に前に

進め、令和４年度以降に具現化していく。その

ことが上山に生まれ、育ち、暮らし続けること

に自信と誇りが持てるまちにつながるものと信

じております。 

 市民の皆様、議員各位の御理解と御協力をよ

ろしくお願い申し上げます。 

 続きまして、議第６号から議第１４号までの

令和３年度の予算の概要について御説明申し上

げます。 

 令和３年度の一般会計当初予算額は、１４２

億円といたしましたが、令和２年度当初予算額

と比較し０．４％の増となっております。 

 歳入の主なものを申し上げますと、市税は、

新型コロナウイルス感染症の影響により、事業

収入が減少している中小事業者等の固定資産税

及び都市計画税の特例的な軽減措置などにより、

全体では前年度比１１．８％減の３２億７５０

万円を計上いたしました。 

 地方特例交付金は、固定資産税及び都市計画

税の特例的な軽減措置による減収額を補塡する

ため、新型コロナウイルス感染症対策地方税減

収補てん特別交付金が新たに創設され、前年度

比１,６７１．４％増の３億５，４２８万１，

０００円を計上いたしました。 

 地方交付税は、地方財政対策等により、前年

度比２．１％増の３８億３，０００万円を計上

いたしました。 

 寄附金は、ふるさと納税寄附金のこれまでの

寄附状況から、前年度比１１．１％増の１０億

１００万円を計上いたしました。 

 市債は、地方財政対策等により、臨時財政対

策債が前年度比３９．９％増の４億７,０００

万円としたものの、南部地区公民館耐震補強事
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業などの減により、投資的事業に係る市債が減

額となったことから、前年度比１２．５％減の

７億６，５１０万円を計上いたしました。 

 歳出の主なものを申し上げますと、義務的経

費につきましては、職員数の減による人件費の

減少などにより、前年度比０．６％減の６４億

５９９万１，０００円を計上いたしました。 

 消費的経費につきましては、ふるさと納税寄

附金の増額を見込み、返礼品の送付等に要する

経費の増などにより、物件費が増加するほか、

新型コロナウイルス感染症の影響を受けた市内

企業に対する利子補給などにより補助費等が増

加し、前年度比７．６％増の４３億９，３９８

万１，０００円を計上いたしました。 

 投資的経費につきましては、南部地区公民館

耐震補強事業の減などにより、普通建設事業費

が減少し、前年度比２８．９％減の７億８７６

万３，０００円を計上いたしました。 

 その他の経費につきましては、商工業振興資

金融資原資預託金の増による貸付金の増加など

により、前年度比２．６％増の２６億９，１２

６万５，０００円を計上いたしました。 

 次に、特別会計について申し上げます。 

 国民健康保険特別会計は、３３億６，６００

万円を計上いたしました。保険税率の引下げに

より被保険者の負担軽減を図るほか、特定健康

診査の未受診者対策や健康づくり推進事業とし

て実施する運動教室などを継続し、疾病予防と

医療費適正化に努めてまいります。 

 農業集落排水事業特別会計は、１億９，５０

０万円を計上いたしました。各処理施設の維持

管理と宮川２地区処理施設の機械・電気施設の

更新、中継ポンプ電気設備の更新を実施してま

いります。 

 介護保険特別会計は、４２億４，４００万円

を計上いたしました。令和３年度からスタート

する第８期介護保険事業計画に基づき、介護予

防や重度化防止のための事業を充実させてまい

ります。 

 浄化槽事業特別会計は、１,９００万円を計

上いたしました。浄化槽の維持管理を実施して

まいります。 

 後期高齢者医療特別会計は、４億５，３００

万円を計上いたしました。歳入では、保険料収

入を３億２,９４６万８，０００円計上し、歳

出では、山形県後期高齢者医療広域連合への納

付金を４億４，４４８万５，０００円計上いた

しました。 

 産業団地整備事業特別会計は、３億３，７０

０万円を計上いたしました。分譲に必要な工事

や土地の測量等がおおむね完了したことから、

企業への土地の引渡しを順次行い、整備のため

に借り入れた市債の償還を進めてまいります。

 水道事業会計は、収益的支出は７億６,８０

０万円、資本的支出は３億３，４００万円をそ

れぞれ計上いたしました。基幹管路の耐震化や

配水管の更新等を計画的に実施し、安全で良質

な水の供給に努めてまいります。 

 下水道事業会計は、収益的支出は１０億３,

４００万円、資本的支出は８億７,９００万円

をそれぞれ計上いたしました。浄水センターの

設備更新や汚泥処理施設更新に向けた設計業務

等に着手し、久保手、皆沢地区で汚水管路の整

備を実施してまいります。 

 次に、議第３号から議第５号までの令和２年

度一般会計及び特別会計補正予算の概要につい

て御説明申し上げます。 

 初めに、一般会計についてでありますが、今

回の補正は、保健対策事業の拠点である保健セ

ンターの改修に要する経費など緊急を要するも
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ののほか、これまで実施してきた新型コロナウ

イルス感染症対策の財源更正や事業の確定に伴

う予算の増減額等の補正を行うものであります。 

 その結果、歳入歳出それぞれ６億２,３００

万円を追加し、予算の総額を２００億５，０５

０万円とするものであります。 

 繰越明許費につきましては、新型コロナウイ

ルス感染症対策として実施する公共施設の整備

事業や、国の補正予算を活用して実施する事業

等を令和３年度に繰り越して執行するものであ

ります。 

 債務負担行為につきましては、防災指針を踏

まえた立地適正化計画を策定するため、令和３

年度まで継続して実施するものであります。 

 地方債につきましては、減収補てん債を新た

に借り入れるほか、国の補正予算の活用や事業

の確定等に伴い、限度額を追加及び変更するも

のであります。 

 歳入につきましては、市税、地方交付税、国

庫支出金、寄附金を増額し、分担金及び負担金、

県支出金、繰入金、市債を減額するものであり

ます。 

 歳出の主なものを申し上げますと、２款総務

費では、減債基金及び公共施設等保全整備基金

への積立金を計上するほか、国の補正予算を活

用して地籍調査費を増額するものであります。

 ３款民生費では、利用者の増加などにより障

がい福祉サービス給付費等の扶助費を増額し、

決算見込みにより介護保険特別会計繰出金を減

額するものであります。 

 ４款衛生費では、保健対策事業の拠点である

保健センター改修費を計上するほか、決算見込

みにより山形広域環境事務組合負担金を減額す

るものであります。 

 ５款労働費では、決算見込みにより、国の雇

用調整助成金への上乗せ支援等に係る経費を減

額するものであります。 

 ６款農林水産業費では、有害鳥獣の捕獲数の

増加等に伴い、鳥獣害防止対策協議会への補助

金を増額するほか、国の補正予算を活用して県

が実施する松沢地区農地整備事業等に対する負

担金を増額するものであります。また、事業費

の確定に伴い、強い農業・担い手づくり総合支

援事業費等で減額するものであります。 

 ７款商工費では、新型コロナウイルス感染症

の影響により、経営が悪化した中小企業者への

金融支援に充てる財源を確保するため、新型コ

ロナウイルス感染症対策金融支援基金への積立

金を計上するほか、事業費の確定等に伴い、新

型コロナウイルス感染症対策費で減額するもの

であります。 

 ８款土木費では、道路事業費において、国の

補正予算を活用して側溝・舗装改良事業等につ

いて増額するほか、除雪対策費では、今後の除

排雪経費の増に備えて委託料を増額するもので

あります。 

 ９款消防費では、消防庁舎の増築等に要する

経費を増額するものであります。 

 １０款教育費では、国のＧＩＧＡスクール構

想を受け、児童生徒に１人１台のコンピュータ

ーが配備されることに伴い、学習支援サービス

の提供に要する経費を計上するものであります。 

 １１款災害復旧費では、令和２年７月豪雨災

害により被災した農業用施設について、県の河

川災害復旧事業として実施したことから、減額

するものであります。 

 次に、特別会計について申し上げます。 

 国民健康保険特別会計につきましては、歳入

歳出それぞれ１億４,９００万円を追加し、予

算の総額を３５億３，０００万円とするもので
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あります。 

 介護保険特別会計につきましては、歳入歳出

それぞれ１億４，４００万円を減額し、予算の

総額を４０億５，６５０万円とするものであり

ます。 

 最後に、条例等の議案について御説明申し上

げます。 

 初めに、議第１５号上山市課設置条例の一部

を改正する条例の制定についてでありますが、

地域資源を横断的にブランディングし交流人口

の拡大を図るため、観光課を観光・ブランド推

進課に改編し、全庁的な情報システム化を推進

するため、市政戦略課及び財政課の分掌事務を

改めるため提案するものであります。 

 次に、議第１６号上山市一般職の任期付職員

の採用に関する条例の制定についてであります

が、地方公共団体の一般職の採用に関する法律

の規定に基づき、任期付職員の採用に関し必要

な事項を定めるため提案するものであります。 

 次に、議第１７号上山市新型コロナウイルス

感染症対策金融支援基金条例の制定についてで

ありますが、新型コロナウイルス感染症の影響

を受けた中小企業者への金融支援に充てる財源

を確保するため提案するものであります。 

 次に、議第１８号上山市市税条例の一部を改

正する条例の制定についてでありますが、地方

税法等の一部改正に伴い必要な改正を行うとと

もに、国民健康保険税の税率等を改定し、国民

健康保険事業の円滑な運営を図るため提案する

ものであります。 

 次に、議第１９号上山市農村婦人の家条例を

廃止する条例の制定についてでありますが、宮

生農村婦人の家を廃止するため提案するもので

あります。 

 次に、議第２０号上山市介護保険条例の一部

を改正する条例の制定についてでありますが、

第８期介護保険事業計画期間開始に伴い、令和

３年度から令和５年度までの保険料率を定める

ため提案するものであります。 

 次に、議第２１号上山市障がいのある人もな

い人も共に生きるまちづくり条例の制定につい

てでありますが、障がいを理由とする差別の解

消に向けた施策の基本となる事項を定めるため

提案するものであります。 

 次に、議第２２号上山市道路占用料徴収条例

の一部を改正する条例の制定についてでありま

すが、道路法及び道路法施行令の一部改正に伴

い、必要な改正を行うため提案するものであり

ます。 

 次に、議第２３号上山市いじめ防止対策の推

進に関する条例の制定についてでありますが、

いじめ防止等に関し必要な事項を定めるため提

案するものであります。 

 次に、議第２４号上山市火災予防条例の一部

を改正する条例の制定についてでありますが、

対象火気設備等の位置、構造及び管理並びに対

象火気器具等の取扱いに関する条例の制定に関

する基準を定める省令の一部改正に伴い、必要

な改正を行うため提案するものであります。 

 次に、議第２７号市道路線の認定についてで

ありますが、道路網の整備等に伴い、市道の路

線を認定する必要があるため、道路法の規定に

より提案するものであります。 

 以上、提案理由の大要について御説明申し上

げましたが、各議案の詳細につきましては、関

係課長から説明申し上げますので、よろしく御

審議の上、御可決くださいますようお願い申し

上げます。 

○大沢芳朋議長 この際１０分間休憩いたしま

す。 
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    午前１０時５５分 休 憩 

                  

    午前１１時０５分 開 議 

○大沢芳朋議長 休憩前に引き続き会議を開き

ます。 

 これより総括質疑に入ります。 

 通告がありますので、発言を許します。 

 １３番川崎朋巳議員。 

〔１３番 川崎朋巳議員 登壇〕 

○１３番 川崎朋巳議員 議席番号１３番、会

派孝山会、川崎朋巳であります。 

 令和３年度施政方針等から見る課題と事業の

展開について。 

 令和３年度施政方針の開陳に当たり、会派を

代表して総括質疑を行います。 

 令和元年１２月、中国武漢で発生した新型コ

ロナウイルス感染症は、世界的に感染が拡大し

ました。本市でも、令和２年４月に初めての感

染者が確認されて以降、その影響はいまだ続い

ている状況にあり、市民と市内経済に暗い影を

落としています。 

 国内の情勢に目を向けると、本格的な人口減

少、少子高齢化の時代を迎え、今後の税収の減

少や社会保障費の増加、労働力不足、さらには、

若者が高齢者を支えるという世代間の人口構造

の不均衡など、これまで常識としては考えられ

ないような社会システムの根幹を揺るがす様々

な課題に直面しています。 

 こうした中、本市が持続可能なまちとして今

後も生き残っていくためには、自分たちのまち

の魅力を再確認するとともに、豊かな地域資源

を最大限に生かし、市民が誇りと愛着を持ち、

そして自慢できるような上山を創り上げていく

ことが、ひいては本市を訪れる方の増加にもつ

ながってくるものと考えます。 

 令和３年度の事業の着実な進捗が、上山に生

まれ、育ち、暮らし続けることに自信と誇りが

持てるまちにつながると施政方針にあるとおり

であります。大まかに以下の４点について質問

いたします。 

 初めに、「かみのやま」を全国に売り出す意

気込みについてであります。 

 総務省統計局が発表した２０２０年の住民基

本台帳人口移動報告によると、東京への転入超

過の数が前年から減少し、加えて令和２年７月

以降は転出超過を数える月が大半を占めており、

長年続いてきた東京一極集中に変化の兆しが見

られます。新型コロナウイルスの感染拡大によ

り、地方への関心が高まったことがその要因の

１つと考えられます。 

 これまでの、いわゆるかみのやまブランドの

推進については、事業が大きくなればなるほど、

よりよいものを構築しようとすればするほど、

それに係る施策は広範であり、多くの部署、多

くの事業が相互に関係してきました。 

 ブランド推進だけでなく、近年では単独の課

で事業を完結することが難しく、複数の部署が

連携して取り組まなければならない事業、ケー

スが多くなってきていると感じます。 

 令和３年度は、観光・ブランド推進課が新課

として創設される予定ですが、組織体系、これ

までの取組との違い、この好機にかみのやまを

売り込む意気込みについて市長の御所見を伺い

ます。 

 次に、上山型温泉クアオルト事業の今後の取

組であります。 

 本市の恵まれた地域資源を生かし、地域活性

化のために健康・観光・環境を柱とした「心と

体がうるおう」まちづくりの指針として、平成

２０年に産声を上げた上山型温泉クアオルト事
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業も、開始から１４年目を迎えようとしていま

す。令和３年度の主な事業と年度の事業展開に

当たり、リーディングプロジェクトを見直しし

た影響、目標年度である令和４年度へ向けた進

捗状況をお示しください。 

 次に、新型コロナウイルス感染症への対応と

ポストコロナに向けた取組について伺います。 

 新型コロナウイルス感染症の影響は大きく、

市民と本市経済に引き続き閉塞感をもたらし続

けています。令和３年度一般会計当初予算にお

ける市税は、歳入を３２億７５０万円、令和２

年度の３６億３,４７５万円と比較して１１．

８％、額にして４億２,７２５万円の減少を見

込んでいます。これは取りも直さず、市内経済

の冷え込みを表しています。 

 令和３年２月号の市報において、新型コロナ

ウイルス感染に係る緊急経済対策として、これ

まで本市が行ってきた支援などが紹介されてい

るように、国などが行う支援の動向を見ながら、

本市の状況、実情に即した対応が図られてきま

した。新型コロナウイルスワクチン接種に向け

た推進室を立ち上げるなど、着実な対策が進め

られているところですが、行政として行う新型

コロナウイルス感染症への対応の経緯と今後の

支援についての考え方、また、ポストコロナに

向けた取組と投資の考え方について市長の御所

見を伺います。 

 最後に、かみのやま温泉駅東側周辺をはじめ

とする今後の市街地整備の方向性について伺い

ます。 

 本市世帯数は、令和３年１月末現在で１万１,

２６４世帯、人口においては２万９,５４３人

といよいよ２万人台へと突入しています。人口

減少問題と向き合わなくてもよい自治体はごく

少数である現状において、自治体経営の観点か

ら見ても、長期的な視点で市土を有効に活用す

ること、とりわけ市内中心部の整備は、大半が

中山間地である本市にとって重要な課題の１つ

であります。 

 策定した都市マスタープランに基づき、本市

においてもほかの多くの地方自治体と同様、人

口減少や居住密度の低下などにより、一定の人

口密度によって支えられてきた医療・福祉・子

育て支援・商業等の生活サービスの提供が将来

的に困難になりかねない状況が懸念されるため、

立地適正化計画の策定が進められており、防災

対策、空き家対策、定住促進に向けた取組がな

されています。 

 中でも、特にかみのやま温泉駅東側周辺は、

駅に近く、低未利用地を有効に利活用できるこ

とが想定され、今後の本市の人口をはじめとし

て、将来の大きな発展をもたらす可能性のある

地域であります。令和３年度における市街地整

備の方向性、特に駅東周辺整備の方向性につい

て市長の御所見を伺います。 

○大沢芳朋議長 市長。 

〔横戸長兵衛市長 登壇〕 

○横戸長兵衛市長 １３番川崎朋巳議員の御質

問にお答えいたします。 

 初めに、「かみのやま」を全国に売り出す意

気込みについて申し上げます。 

 本市には、全国に誇れる自然や地域資源があ

り、横断的にブランディングし、戦略的に情報

発信することにより、本市が選ばれるまちにな

るものと確信しております。 

 新設する「観光・ブランド推進課」において

は、観光課、シティプロモーション推進室と農

林夢づくり課の一部業務を統合し、観光施策と

本市の認知度及びブランド力向上に向けた取組

を指揮してまいります。 
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 具体的には、シティプロモーションの活動指

針を策定し、関係団体と一体となった事業を推

進するとともに、大手広告会社の人材を管理職

に置き、民間で培った経験を生かした事業展開

を図ってまいります。 

 その上で、多様な魅力を有機的に結びつけ、

より効果的な施策につなげることで、観光や農

産物をはじめとする地域特産品の販路拡大、交

流人口の拡大を図ってまいります。 

 次に、上山型温泉クアオルト事業の今後の取

組について申し上げます。 

 改訂を進めるクアオルト構想につきましては、

目指すべき姿、「心と体がうるおうまち」の実

現に向け、より実効性の高い内容に再整理して

おります。 

 令和３年度は、「かみのやま健康ポイント事

業」と連動し、地域資源を生かした多様な健康

づくりを一層推進し、医療費への影響や健康増

進効果を明確にしながら、市民の健康課題解決

につなげるとともに、市内企業に対する健康経

営の普及・拡大を強化してまいります。 

 また、コロナ禍において、今後大きく変化し

ていく健康経営や働き方改革の動向を見据え、

これまでの生活習慣病予防に加え、新たにメン

タルヘルス改善としての活用などに向けて、県

内外に対する提案活動を強化しながら、新規導

入企業の獲得を目指してまいります。 

 今後とも、全国に先駆けた施策として、これ

までの成果と課題を踏まえ、市民の皆様ととも

に「心と体がうるおうまち」づくりをさらに力

強く進めてまいります。 

 次に、新型コロナウイルス感染症への対応と

ポストコロナに向けた取組について申し上げま

す。 

 新型コロナウイルス感染症への対応につきま

しては、感染拡大を受け、国や県の支援を待た

ずして感染防止対策や生活支援、事業者の雇用

維持や経営改善につながる緊急経済対策を実施

し、その後、国の交付金を活用し、時期を捉え

た対策を実施してまいりました。 

 今後、感染収束に至るまで、感染予防の徹底

と市民生活や市内経済への影響を勘案した柔軟

な対策を実施するとともに、経済回復に向けた

新たな取組への支援も強化をしてまいります。 

 また、新型コロナウイルス感染症対策と並行

して、本市の将来を見据えた取組を着実に進め

ていくことが重要であります。ＩＣＴを活用し

た子育て・教育環境の充実や新たな定住促進に

つながる駅東側と駅前広場の一体的な整備、中

心市街地のにぎわいづくりに寄与する空き家等

の利活用の促進など、未来につながる重要事業

を前に進め、令和４年度以降に具現化してまい

ります。 

 次に、かみのやま温泉駅東側周辺をはじめと

する今後の市街地整備の方向性について申し上

げます。 

 駅東側につきましては、第２期上山市都市マ

スタープランにおいて、新たな居住環境の創出

や生活利便施設の誘導、オープンスペースの確

保等の位置づけをしております。 

 令和３年度は、子育て世代の定住促進など、

若者世代から選ばれる魅力あるエリアとなるよ

う、官民が連携し、市民等からも意見をいただ

きながら、構想をまとめてまいります。 

○大沢芳朋議長 川崎朋巳議員。 

○１３番 川崎朋巳議員 それでは、初めに、

「かみのやま」を全国に売り出す意気込みから

重ねて質問申し上げます。 

 初めになんですけれども、まず、今、日本国

中、もちろん世界中でありますけれども、新型
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コロナウイルス感染症禍の状況にあるようなも

のではないかと思います。先ほど壇上でも申し

上げましたように、間違いなく今、首都圏、ま

た大都市圏に住まわれている方が地方を向いて

いる。令和３年度、我が市におきましても、や

はりシティプロモーションを中心として新課を

立ち上げて、我が市の知名度向上や、様々な農

産物の販路拡大等に努め、交流人口の拡大等に

努めていくという、先ほど御回答がありました

けれども、恐らくではありますが、地方におけ

る全ての自治体が令和３年度同様の取組、また

はこれからのコロナ後の在り方について同じ考

え方を持っているのではないかと。 

 その中で、ほかの地方自治体とのやり取りの

中で、ほかの地方自治体との取組の中で、本市

が埋没していかないように、新たに新課を立ち

上げたことで特別今までと違う、今年はこれを

していくんだというようなものがあったら改め

てお考えをお示しいただきたいということをま

ず１点目お願い申し上げます。 

 次に、２番目、上山型温泉クアオルト事業の

今後の取組についてであります。 

 上山型温泉クアオルト事業においては、特に

ほかの自治体が健康というものを看板に掲げる

以前から取り組んでいた事業というふうに理解

しています。これは、健康というものが、例え

ば自治体財政の負担軽減につながる、もしくは

健康がそのまま直接交流人口の拡大等、お金に

なるという認識が持てなかった時代から、すな

わち先進的な取組であったのかなというふうに

思います。 

 まず、１点目としてお伺いしたいことは、ち

ょうど令和２年度の総括質疑の中で話をさせて

いただきました内容と重複しようかとは思いま

す。温泉健康施設の議案が否決されました。総

括質疑の中で、今後の先細りも懸念されるとい

うふうな市長の答弁があったかというふうに理

解しています。 

 ただ、今回のクアオルト構想の改訂を進める

中で、より実効性の高い内容に再整備していく

というような話がございました。 

 まず、健康の先進地であるという本市の立ち

位置について、行政の認識としてどのように思

っておられるかについて改めてお考えをお示し

ください。 

 続きまして、新型コロナウイルス感染症への

対応とポストコロナに向けた取組ということで

伺います。 

 令和２年度においては、様々な本市における

事業であったり、取組であったりを、まず内容

を変更したり、事業の中止であったりというよ

うな働きかけ、それによりまして、その市が行

う、行政が行う取組の内容が地域における団体

の、例えば会合であったり、行事であったりの

参考になった部分もあったのかなというふうに

思います。 

 そこで、まず感染症への対応については、令

和２年度の本市の事業、どのようなものを中止

したのか、具体的に例示いただければと思うん

ですが、重ねて、令和３年度における本市が行

う事業、例えばどのような基準に基づいてでき

るのか。 

 また、事業を行うに当たって、状況によって、

その事業の内容によっては開催が左右されるも

のもあろうかと思います。現実として開催でき

るのか。また代替案として違うプランで開催さ

れるのか、そのような事業の取組においてどの

ような指針を持って令和３年度の事業を行うか

について伺うのと、もう一点、先ほど市長から

御答弁いただきました。ポストコロナについて
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は、まず、ポストコロナ以降の本市の姿を見据

えた上で、令和４年度以降に具現化できるよう

な令和３年度の当初予算としたいというような

お話がありました。具体的に令和４年度以降、

令和３年度種まきしたことがどのように具現化

することができるのか、改めてお考えをお示し

いただければと思います。 

 次に、４番目、駅東の整備の方向性について

であります。 

 駅東においては、特に有効な低未利用地が多

数あります。なおかつ本市においては平たんな、

居住に適したと思われる面積がおよそ３割ぐら

い、いかにこの平地を有効に利用するかが本市

の今後に非常に重要な部分となってくると思っ

ております。 

 令和３年度においては駅東の考え方というこ

とで、先ほど市長から答弁がありましたけれど

も、本市の有効な市街地を含めたその整備が駅

東、またはそのほか上山城周辺であったりとか、

中心市街地活性化基本計画に基づいた中心市街

地であるとか、様々な場所において市街地の有

効活用を図られなければなりません。 

 その市街地の有効活用において、駅東におけ

る整備、またその他地域における整備、面的な

整備における考え方をまずお考えをお示しいた

だきたいということと、駅東に関して行政が具

体的に行うことというのは、立地適正化計画策

定なのか、それとも行政として大幅な、例えば

大規模な投資であるとか、そのような考えを持

っているのかどうかについて改めてお示しくだ

さい。 

○大沢芳朋議長 市長。 

○横戸長兵衛市長 まず、第１点目でございま

すが、これについては、今までいろいろ政策を

展開してきたわけでございますが、その中で、

やはり今、よく言われるように縦割り行政では

ない、やはり横軸が大事だということが言われ

ておりますが、そういうことを感じてきたとい

うのが第１点です。 

 ですから、今回はそういった観光、それとふ

るさと納税とか、あるいはブランディングとか、

そういったシティプロモーションとか、それを

一体的にやっていこうというのが今回の狙いで

ございます。 

 ただ、それは我々行政だけではやれるもので

はなく、やはり関係団体との連携というものを

さらに密にしていく必要があるわけでございま

すし、そういう意味においては関係団体との関

係が今まで以上に保たれる、あるいは進展する

ことができるというような考え方でございまし

て、試行錯誤の部分もありますけれども、やは

りここはいわゆる上山市の観光を一体的に、し

かも、「かみのやま」のファンクラブなんかも

２,０００人を超えているということでござい

まして、そういった方々からの力もいただきな

がら、そこから第２次的な発信をしていくと、

そういった今までつくってきたものが必ずしも

機能しないということもありますので、そこは

融合した形で「かみのやま」を発信してまいり

ます。 

 ただ、インバウンドがこのような状況にある

わけでございますので、将来的といいましょう

か、インバウンドも関わりを持つわけでござい

ますけれども、現時点においてはというんでし

ょうか、令和３年、もしくは４年あたりはやは

り国内に向けてそういう形で力を入れていきた

いというふうに思っております。 

 あと、クアオルト事業でございますが、これ

については、温泉健康施設は駄目になったとい

うことですから、これは皆さんの判断ですから、
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これはやむを得ないと思います。 

 ただ、そこでくじけることなく、やはりいろ

んな形でこのクアオルト事業を進めてきたわけ

でございますので、その辺はこれからどうして

いくかということでございますが、今まではや

はり交流人口の拡大、市民の健康増進というこ

とで、２つの目標を掲げてきました。 

 その中で、やはり交流人口の拡大等について

は、コロナ禍ということもありまして、なかな

か昨年度は目標に達しなかった部分もあります

が、我々が健康経営というようなことを掲げて

いる以上は、まずこの市役所を健康経営すると

いうことが非常に大事だと思います。 

 ですから、新年度については、まず市役所の

職員が健康であると。大分病気的なもの、先天

的はやむを得ませんけれども、後天的なものと

か、習慣病とか、そういうものを治していくと

いうことと、あとは上山市全体が、エリア全体

が健康な方々が多いよというように言われない

と、やはり健康経営ですよなどと言っても、来

てもらえない部分もありますので、そこは、そ

ういった今までの資源を生かしたり、新たな資

源を開発しながらやっていくという考え方でご

ざいます。 

 ポストコロナということがありましたけれど

も、ポストコロナについては、やはり感染症は

今も続いておるわけですが、本市においては、

時々出てきているような状況ですが、でも、上

山市で発症したとなれば、旅館とか、飲食店と

か、影響していくというような話も伺っており

ますが、昨年度につきましては、ポストコロナ

というようなことで、会合とか、あるいはイベ

ントとか、祭り行事とか取組はほとんど中止を

してきたという経緯がございます。 

 しかし、やはりここまでワクチンなんかも開

発されてきたという中で、どこまでそのコロナ

を抑えることができるかという前提はございま

すけれども、しかしながら、去年と同じという

ことでは、やはり経済も含めて、あるいは地域

のコミュニケーションとか、コミュニティとか、

そういった中で、何か考えて、規模縮小になる

のか、いろいろあろうとは思いますけれども、

そこをみんなで知恵を出してやっていくことが

大事だと思います。 

 ただ、基準づくりについては、これはまた

我々行政だけで決めることもできなくて、医学

的といいましょうか、そういう方々の専門的な

御意見も頂戴しながら、対応していく必要があ

るんじゃないかなと考えておるところでござい

ます。 

 駅東についてでございます。 

 これについては、先ほど申し上げたとおりで

ございます。残念ながら菓子メーカーも撤退と

いいますか、そういうことでございます。やは

りあの土地をどういう形で生かしていくかとい

うことも１つの課題なんです。 

 不動産関係の方々のお話を聞きますと、駅東

については、大変若い方々に人気のあるエリア

だというような話も承っておりますし、ただ単

にあの土地だけではなく、やはり川までという

か、そこまでのエリアをどういう形にしていく

か、どういうふうなまちにしていくのかという

ことが、これから非常に大事だと思いますので、

限られた土地ということでなく、あのエリア全

体をどういう形で進めていくのかという大きな

プロジェクトになると思いますが、そういう形

で進めていきたいと。 

 それと同時に、やはりまちなかにつきまして

は、例えば映画館の跡地利用の課題とか、そう

いった空き家対策等については、やはりランド
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バンクもありますし、また、明海大学等いろん

な大学とも連携をさせていただいておりますが、

ただ、１戸１戸の空き家ということの捉え方じ

ゃなくて、エリア的な中での空き家をどういう

ふうな形で再生するのか、あるいは新しいまち

づくりをしていくのかということが、やはり大

事だと思いますので、これも駅東、あるいは中

心市街地も含めまして、令和３年度で終わるも

のがあるかもしれませんし、また、令和４年度

にずれ込むところもあるかと思いますが、いず

れにいたしましても、令和３年度については、

そういったことに集中をしていくと。いわゆる

準備とさせていただくと、大変語弊ありますけ

れども、長期的な中での１つの出発点、そうい

う形で対応していきたいと思っておるところで

ございます。 

 あと、細かいところについては、関係課長か

ら説明します。 

○大沢芳朋議長 庶務課長。 

○尾形俊幸庶務課長 まず、新型コロナのほう

の令和２年度で中止になった事業というような

ことでございますけれども、例えば市が主催し

ている地区会長会の総会といった大きな会議、

そういった会議が多くあると思います。また、

市が入っている実行委員会というふうなものを

組織した中では、ツール・ド・ラ・フランスと

いったものが中止になっているのかなというふ

うに思っております。 

 令和２年度の中止を決めた部分につきまして

は、当然、国、県で定めているイベントを開催

する基準等もございましたので、それに照らし

合わせて、あと感染状況を踏まえた上で、総合

的に判断してやっているというふうなことでご

ざいます。 

 また、今後の基準についても、やはり国、県

のほうで３密対策とか、いろんな収容人員とか、

会場、屋外なのか、屋内なのかということも含

め、それぞれ状況を踏まえながら少しずつ緩和

する方向性で、今も、通知等が来ておりますの

で、本市の取組についてもそちらのほうを参考

にさせていただきながら、まず、行政のほうで

開催する際の基準を再度見直しをさせていただ

いて、いつまでも全部を中止するということで

はなくて、その都度やれる状況であると判断で

きるものを定めた上で検討していくと。その形

を関係する団体等に周知していくことで進めて

いきたいというふうに考えているところでござ

います。 

○大沢芳朋議長 建設課長。 

○須貝信亮建設課長 市街地整備の方向性につ

いての１つ目の御質問あったかと思います。 

 先ほど市長申し上げたとおり、駅、まず東口、

東側につきましては、この間ございましたとお

り低未利用地、これをしっかり民間と連携をし

ながら、宅地造成等を進めていくという考え方

であります。 

 それ以外のエリア、いわゆる駅の西側方面に

なるかと思いますが、中心市街地になってきま

すけれども、引き続き空き家対策事業という形

で進めていくというふうな考え方でございます。 

 大きく２つ目の駅東の整備に伴う方向性、取

組の部分があったと思いますけれども、この中

で、今、策定を進めております立地適正化計画

の中で居住の誘導ですとか、商業施設の誘導と

いうふうなところを、これをしっかり進めると

いう考え方の中で進めていきます。 

 それらに伴う大規模な市のほうの投資、そう

いったところはどうなるんだというところであ

りますけれども、これにつきましては、今後、

民間の事業者と我々のほうで連携をする上での
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協議をしてまいりますので、その中でそれぞれ

の役割のところをしっかり役割分担を明確にし

ながら進めていければなと。それに基づいて判

断をしていきたいなというふうに思っておりま

す。 

○大沢芳朋議長 川崎朋巳議員。 

○１３番 川崎朋巳議員 詳細に御回答いただ

きましてありがとうございました。 

 最後の質問になりますので、改めて疑問点に

ついて伺います。 

 まず初めに、観光・ブランド推進課について

であります。 

 観光・ブランド推進課について、まず、民間

から人材を採用して管理職としてお仕事いただ

きたいというような話であったかと思います。

これまで、先ほど市長からも答弁ありましたけ

れども、シティプロモーション推進室におかれ

ては、本当に特段の働きをしていただいたのか

なというふうに思います。特に、シティプロモ

ーションについて、施政方針の中でも言及され

ているようでありますので、このシティプロモ

ーションという点がどのように拡大していく方

向性なのか。 

 あと、本市の知名度という部分と関連してく

る内容かと思いますけれども、７次振の中で検

証の数値等もございます。これまでやっぱり同

じようなことをしているような自治体がいっぱ

いあるので、なかなかその数値的な改善という

のは難しいところもあるかもしれないというよ

うなやり取りがあったと思いますけれども、改

めてこの時宜を見て「かみのやま」を売り出す

意気込みについて、先ほどよりは詳細にお願い

できたらなというふうに思います。 

 続きまして、クアオルトについてであります。 

 クアオルト、先ほど特に健康面からの本市の

取組であったり、あと考え方を伺ったところで

あります。７次振の観点から言えば、お題目に、

クアオルトを加えているということでございま

す。まちづくりの指針でもあります。 

 そのように考えたときに、長期間にわたり、

例えばクアオルトの理念だったり、意義だった

り、取組だったりがずっと引き継がれていくべ

きもの、または名前がなくなったとしても、そ

の名前だったり、考え方だったりはずっと引き

継がれていくべきものなのかなというふうに思

います。 

 このクアオルト、まちづくりの理念としての

クアオルトについて改めて市長の御所見をお伺

いできればというふうに思います。 

 新型コロナウイルスの支援についてというと

ころでございます。 

 令和２年度においては本当にきめ細やかに、

ほかの自治体も参考にするような支援の体制と

いうものが取られていたと思います。ポストコ

ロナに向けて、特に上山の中小企業であったり、

観光業であったり、また、市民の皆様それぞれ

の状況に応じたコロナの影響を受けていようか

と思います。 

 市長はコロナの支援については、市長のお考

えの中で特に公平性を持ってと、困っている全

ての方に公平に支援をしていきたいというよう

なお考え、令和２年度反映されておったと思い

ますが、令和３年度においての支援と考え方に

ついて市長の御所見を伺えればというふうに思

います。 

 あと、特に今回、総括質疑に当たりましては、

施政方針の内容、民間活力というのが非常にキ

ーワードの１つであったのかなというふうに思

います。産学官民金連携というようなことを特

に言われております。 
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 その中で、例えば先ほど観光の話であれば、

観光地で成功しているところは、特に民間の団

体、民間の業者であったり、団体であったりが、

元気なところであるというふうに思います。 

 また、今後、これからの市の在り方を考えて

いったときに、本当に市民と行政が、市民の方

の思いというのが行政に反映されるような、そ

のような取組が、やはり我が市の今後にもつな

がりますし、本市に住まう市民の皆様の誇りと

いう部分にもつながってくるのかなというふう

に思っております。 

 改めて、まずその民間の活力がなければポス

トコロナのこの上山市、じゃあ誰が頑張るんだ

という話にもなってこようかと思います。改め

て民間活力の活用という部分についての市長の

考えを最後にお伺いするとともに、今定例会、

３月定例会でありますけれども、令和３年度の

非常に重要な事業内容等を盛り込んでおられる

というふうに感じております。 

 コロナの状況下でもあり、大規模な地震や災

害等が起こっている状況ではありますけれども、

本当に希望が持てるような議会にしたいなとい

うふうに思いまして、私からの質問を終わりま

す。ぜひ御回答をよろしくお願いします。 

○大沢芳朋議長 市長。 

○横戸長兵衛市長 新しい課の考え方でござい

ます。 

 先ほども申し上げた部分と重複するかもしれ

ません。要するに基本的に上山は観光地である

ということは、ずっと歴史が物語っておるわけ

でございまして、それは踏襲していかなければ

ならないというふうに思っております。 

 その中で、じゃあ上山の観光資源って何、上

山というときに何だというものは何があるか。

例えば世界遺産があるわけでないですし、城下

町、温泉町、これはありますけれども、でも、

現状を見てみれば、じゃあどこで感じられるの

かという部分もあります。 

 そういったときに、やっぱり上山を全体的に、

もう少し全体的に物事を見てやっていく必要、

それはつまりは連携となるんですけれども、や

はりそういった農業であったり、観光であった

り、あるいは工芸であったり、いろんなことを

マッチングしていくということがより大事だと

思うんです。 

 ですから、今までは観光課、ブランド推進と

か、そういうふうに分けておりましたけれども、

やはりそこはみんなで力を合わせていく必要が

ある。 

 それともう一つ、やっぱりここは民間人とい

うことの発想は、後にもつながるわけですが、

やっぱり民の力というのは非常に大きいし、あ

と民間が頑張っている地域というのは輝いてい

るというか、活性化しているというところがご

ざいます。 

 ですから、やっぱりそういった、おかげさま

で観光物産協会もふるさと納税の返礼品の部分

について大分力をつけてきましたし、また財政

的にも豊かになりつつあります。ですから、や

っぱり民間がまさにそういった力を持っていた

だくことによって、我々行政とのタイアップも

していただけるし、それと同時に、やっぱりそ

ういった包括的、包含的というか、それでその

全体を、いわゆる観光資源であったり、地域資

源だったり、それを発信していくということだ

と思うし、先ほど議員の質問の中でも、東京か

ら地方へ目が向いているということもありまし

たけれども、まさにやっぱりそういった時期で

もありますので、そこはやっぱり民間人の発想、

経験も豊かな方でございますので、そういった
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形でここはやってもらおうということでござい

ます。 

 あと、クアオルトでございますが、これは理

念というか、それは何で始めたかということは、

先ほど話したとおりでございます。上山の観光

地といっても格別なものはないと、これといっ

たものはない。そしてやっぱり、地域資源をま

だまだ生かしておらないのではないかという考

え方の下に、平成２０年に始めた事業でござい

ますが、そういった地域の資源、やはり市民も、

あるいは民間も我々行政ももっともっと地元に

目を向けてみて、どれが観光資源であったり、

あるいは地域資源であったりというものがある

のかということを、もう一度考えてみる必要が

あるということの発想で始めた事業でございま

す。 

 そうしますと、いろんな蔵王坊平の景色、風

景がいいとか、西山とか、いろいろ出てきたわ

けですが、それまではそんなこと感じてなかっ

たわけですね、市民は。でも、それが多くの企

業のスマートホスピタリティにつながったりし

ているわけでございますので、やはりそういっ

た１つの健康づくりという観点に立ったわけで

ございます。 

 でも、やっぱりいろんなところに波及効果と

いうんでしょうか、それが多かったということ

で感じているわけでございますが、やっぱりそ

ういったことをやってきたことによって、現時

点あるわけですから、これはもう少し多面的に

伸ばしていくということが必要ではないかと思

っております。 

 あと民間の力ということがありましたけれど

も、先ほど申しましたように、民間の力という

のは非常に大きいものがございます。やはり１

つの経営といいましょうか、それで頑張ってい

る方々でございますし、やはりそこには我々行

政が学ぶべきものというのはたくさんあると思

いますし、やはりそういった民間の力とまさに

官民一体となって物事を進めていく、政策を進

めていくということが大事だと思います。 

 ですから、我々もそういった形でこれからも

民間といいましょうか、いろいろな方々と連携

をさせていただいて、やはり餅は餅屋があるわ

けでございますので、民間が持っているところ、

あるいは官がすべきところというのはあるわけ

ですから、それをうまくお互いが力を合わせる

ことによって２倍、３倍にもなる可能性もござ

いますので、そういった形で進めてまいりたい

というふうに考えております。 

○大沢芳朋議長 商工課長。 

○鈴木英夫商工課長 支援の考え方について、

私のほうからお答えさせていただきます。 

 これまでの令和２年度の対応の経緯につきま

しては、先ほどもございましたように、感染症

の拡大の状況とか、あるいは影響を受ける業種、

関係団体等の要望などを総合的に判断しまして、

きめ細かな対策を実施してまいりました。 

 制度の構築に当たりましては、議員おっしゃ

るように、公平性を第１番目の念頭に置きなが

らやってきたところでございます。おかげさま

で、全体的に見ますと、総じて公平な対策が、

対応ができたのかなというふうに認識しており

ますし、特に１月に実施しております観光関連

産業の持続化支援金についても、タイミングが

よいというふうな意見などもいただいていると

ころでございます。 

 今後につきましては、そういった考え方を当

然基本的に押さえながら、また新たな、例えば

事業展開を行うための新たな支援とか、そうい

ったところについても今後、支援を強化してい
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きたいというふうに考えてございます。 

 

  ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～   

 日程第２９ 特別委員会（予算）の 

       設置及び議案・請願の 

       付託 

 

○大沢芳朋議長 日程第２９、特別委員会の設

置及び議案・請願の付託であります。 

 ２番石山正明議員。 

○２番 石山正明議員 この際、動議を提出い

たします。 

 ただいま議題となっております予算議案１２

件は、全議員をもって構成する予算特別委員会

を設置し、これに付託の上、審査されることを

望みます。 

〔「賛成」と呼ぶ者あり〕 

○大沢芳朋議長 ただいま２番石山正明議員か

ら、予算議案については、全議員をもって構成

する予算特別委員会を設置し、これに付託の上、

審査されたいとの動議が提出され、所定の賛成

者がありますので、動議は成立いたしました。 

 よって、本動議を直ちに議題といたします。 

 お諮りいたします。 

 本動議のとおり決することに御異議ありませ

んか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○大沢芳朋議長 御異議なしと認めます。 

 よって、予算議案１２件については、予算特

別委員会を設置し、これに付託の上、審査され

たいとの動議は可決されました。 

 正副委員長互選のため、暫時休憩いたします。 

    午前１１時５３分 休 憩 

                  

    午前１１時５４分 開 議 

○大沢芳朋議長 休憩前に引き続き会議を開き

ます。 

 予算特別委員会の正副委員長の互選をお願い

いたしました結果、委員長に棚井裕一議員、副

委員長に神保光一議員が互選された旨の通告が

ありましたので、御報告申し上げます。 

 なお、予算以外の議案・請願については、お

手元に配付いたしました付託表のとおり所管常

任委員会に付託いたします。 

 

  ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～   

 日程第３０ 議第２５号 財産の無 

       償譲渡について 

 

○大沢芳朋議長 日程第３０、議第２５号財産

の無償譲渡についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。市長。 

〔横戸長兵衛市長 登壇〕 

○横戸長兵衛市長 ただいま議題となりました

議案について御説明申し上げます。 

 議第２５号財産の無償譲渡についてでありま

すが、楢下地内の市有地を楢下地区会に譲渡す

るため、地方自治法第９６条第１項第６号の規

定により提案するものであります。 

 なお、詳細につきましては、財政課長より説

明申し上げますので、よろしく御審議の上、御

可決くださいますようお願い申し上げます。 

○大沢芳朋議長 財政課長。 

〔平吹義浩財政課長 登壇〕 

○平吹義浩財政課長 命によりまして、議第２

５号財産の無償譲渡について補足説明を申し上

げます。 

 議案書の３３ページをお開き願います。 

 このたびの事案は、いわゆるポツダム政令に

より本市帰属となった土地を従前の所有者であ
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る地区会に無償譲渡するものであります。 

 １、財産の所在地、種別及び数量であります

が、上山市楢下５９番外３筆の土地で、面積は

１,５６４．４２平方メートルであります。所

在地の詳細及び位置図については、議案資料に

記載しておりますので、御参照願います。 

 議案書に戻りまして、２、譲渡の相手方は、

上山市楢下５９番地、楢下地区会代表者佐藤清

美であります。 

 ３、譲渡の理由は、明治２７年から明治３６

年に楢下地区会が所有し、昭和２２年政令第１

５号、いわゆるポツダム政令によって上山市に

帰属された土地について、同地区会管理で利活

用を図るため無償譲渡するものであります。 

 当該土地の無償譲渡については、楢下地区会

より要望があり、本市として同地区会管理で公

共的に利活用していくことが望ましいと判断し

たものであります。 

 以上で説明を終わりますが、よろしくお願い

いたします。 

○大沢芳朋議長 １番谷江正照議員。 

○１番 谷江正照議員 この際、動議を提出い

たします。 

 ただいま議題となっております議第２５号議

案につきましては、会議規則第３７条第３項の

規定により、委員会の付託を省略されることを

望みます。 

〔「賛成」と呼ぶ者あり〕 

○大沢芳朋議長 ただいま１番谷江正照議員か

ら委員会の付託を省略されたいとの動議が提出

され、所定の賛成者がありますので、動議は成

立いたしました。 

 よって、本動議を直ちに議題といたします。 

 お諮りいたします。 

 本動議のとおり決することに御異議ありませ

んか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○大沢芳朋議長 御異議なしと認めます。 

 よって、議第２５号議案については委員会の

付託を省略されたいとの動議は可決されました。 

 これより質疑に入ります。質疑があれば発言

を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○大沢芳朋議長 質疑はないものと認めます。 

 次に、討論に入ります。 

 通告がありませんので、討論はないものと認

めます。 

 よって、採決いたします。 

 議第２５号財産の無償譲渡については、原案

のとおり可決することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○大沢芳朋議長 御異議なしと認めます。 

 よって、議第２５号議案は可決することに決

しました。 

 

  ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～   

 日程第３１ 議第２６号 財産の無 

       償譲渡について 

 

○大沢芳朋議長 日程第３１、議第２６号財産

の無償譲渡についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。市長。 

〔横戸長兵衛市長 登壇〕 

○横戸長兵衛市長 ただいま議題となりました

議案について御説明申し上げます。 

 議第２６号財産の無償譲渡についてでありま

すが、下生居地内の市有物件を下生居地区会に

譲渡するため、地方自治法第９６条第１項第６

号の規定により提案するものであります。 

 なお、詳細につきましては、農林夢づくり課
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長より説明申し上げますので、よろしく御審議

の上、御可決くださいますようお願い申し上げ

ます。 

○大沢芳朋議長 農林夢づくり課長。 

〔漆山 徹農林夢づくり課長 登壇〕 

○漆山 徹農林夢づくり課長 命によりまして、

議第２６号財産の無償譲渡について補足説明を

申し上げます。 

 議案書の３４ページをお開き願います。 

 このたびの財産の無償譲渡につきましては、

宮生農村婦人の家を下生居地区会に無償譲渡す

るものであります。 

 １、財産の所在地、種別及び数量であります

が、上山市下生居字道端１９７番１の建物で、

面積は３０３．０７平方メートルであります。 

 位置図につきましては、議案書と併せてお配

りしております議第２６号議案資料を御覧願い

ます。 

 太線で囲んだ部分が、今回無償譲渡する部分

となります。 

 議案書にお戻り願います。 

 ２、譲渡の相手方は、上山市下生居字道端１

９７番１、下生居地区会代表者大坂広志であり

ます。 

 ３、譲渡の理由は、従前より下生居地区会が

地区公民館として使用しており、このたび所有

権を取得するため、地縁による団体の認可を受

けたことから、同地区会に無償譲渡するもので

あります。 

 本市としましても、同地区会管理で公共的に

利活用していくことが望ましいと判断したもの

であります。 

 以上で説明を終わりますが、よろしくお願い

いたします。 

○大沢芳朋議長 １２番枝松直樹議員。 

○１２番 枝松直樹議員 この際、動議を提出

いたします。 

 ただいま議題となっております議第２６号議

案につきましては、会議規則第３７条第３項の

規定により、委員会の付託を省略されることを

望みます。 

〔「賛成」と呼ぶ者あり〕 

○大沢芳朋議長 ただいま１２番枝松直樹議員

から委員会の付託を省略されたいとの動議が提

出され、所定の賛成者がありますので、動議は

成立いたしました。 

 よって、本動議を直ちに議題といたします。 

 お諮りいたします。 

 本動議のとおり決することに御異議ありませ

んか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○大沢芳朋議長 御異議なしと認めます。 

 よって、議第２６号議案については委員会の

付託を省略されたいとの動議は可決されました。 

 これより質疑に入ります。質疑があれば発言

を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○大沢芳朋議長 質疑はないものと認めます。 

 次に、討論に入ります。 

 通告がありませんので、討論はないものと認

めます。 

 よって、採決いたします。 

 議第２６号財産の無償譲渡については、原案

のとおり可決することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○大沢芳朋議長 御異議なしと認めます。 

 よって、議第２６号議案は可決することに決

しました。 
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散  会 

 

○大沢芳朋議長 以上で本日の日程の全部を終

了いたしました。 

 これをもって散会いたします。 

 御苦労さまでした。 

    午後 ０時０３分 散 会 

 


